
個 人 質 問 議会事務局

処 理 欄

令和４年２月１４日 ８時４２分 受 付

質 問 順 位 第 １３ 番

武豊町議会議長 石原 壽朗 殿

武豊町議会議員 青木 信哉

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て
令和４年第１回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います)

1.新型コロナウ

イルスへの対応

について

【趣旨説明】

新型コロナウイルスがデルタ株からオミクロン株に変り始めてから感

染拡大のスピードが速く、武豊町に於いても令和３年１２月末まで

４５０人程度の感染者数が、令和４年に入りすでに１０７１人（２月

１３日）となり、さらに感染拡大が続いています。とくに若年層の感染

者が急速に増えており、１月に入り一部の学校では学級閉鎖や臨時休業

の対応がなされました。また新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）

についても当初予定を変更し一部前倒しするとともに、小児接種の実施

が国から示されているなどの状況を踏まえ、本町では各部の協力を得て

職員の体制を整備しています。

全国知事会がまとめた緊急提言では、対策の重点を飲食店から学校や

保育施設に転換するとともに、２歳以上の子どもへのマスク着用が提言

されましたが、その後２歳児未満については窒息や熱中症のリスクがあ

るという日本小児科医会の指摘を踏まえ、国からは年齢を示さないまま

園児のマスク着用推奨の方針が示されました。

また厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会では小児（５-１１歳）

への新型コロナワクチンの接種について議論されており、早ければ３月

中にも接種が開始されます。小児へのワクチン接種には専門家の中でも

「オミクロン株に対する効果について現時点で十分なエビデンスがな

い」「リスク・ベネフィットの観点から、努力義務の適用には疑問。他方

で、ワクチンに一定の効果が認められ、家族での感染予防の観点から接

種対象とすることは必要」など様々な意見が出されています。

国はワクチン接種には感染予防の効果と副反応のリスクの双方につい

て、正しい知識を持っていただいた上で、保護者の方の意志に基づいて

接種を判断頂くとしています。

そこで以下質問します。

【質問事項】

①武豊町での年代別新型コロナ感染者数はどのようになっているか。

また、症状の程度は把握できているか。

②小学校・中学校での感染予防への取り組み内容は。

③保育園での感染予防への取組み内容は。また、国からの園児へのマス

ク着用推奨に対しての対応は。

④新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）の今後のスケジュールと

予約状況は。

⑤新型コロナワクチン小児（５-１１歳）接種への対応は。


